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　平成２０年度の歳入・歳出決算が、９月１６日の町議会で認定されました。歳出の決算額は、一般会計・
１０特別会計・水道事業会計を合わせて８１億２，２０３万円となり、前年度に比べ１５億０，９６６万円の減
（対前年度１５．７％減）となりました。
　山北町第４次総合計画中期基本計画の最終年度となった平成２０年度の主な事業は、花と水の交流圏づくり
推進事業（大野山桜の里散策道整備）、まちづくり交付金事業（水上線橋梁架替工事、平山線改良工事、観光
情報板設置、駅周辺魅力づくり検討、ハイブリッド型街灯（発電設備付）設置、山北跨線橋耐震補強詳細設計、
河村城址歴史公園遺構検出調査及び発掘調査報告書作成、町内循環バス運行事業）、水源環境保全・再生交付
金事業（地域水源林整備、河川・水路自然浄化対策推進事業、地下水保全対策推進事業）、重度障害者医療費
助成事業、障害者自立支援給付事業、小児医療費助成事業、山北診療所再開事業、中山間地域総合整備事業（浅
間山農道他）、道路新設改良事業（鍛冶屋敷高杉線、鍛冶屋敷線、越地渕の上線他）などです。
　なお、まちづくり交付金事業（観光情報板設置）、地域活性化・生活対策臨時交付金事業（向河原橋改良事業、
中川公衆便所設置、皆瀬川用水管路改修事業、町営住宅上本村住宅撤去事業、消防分団詰所改修事業）、山北
幼稚園耐震補強事業を２１年度へ繰り越し、実施することとしました。

　

町
の
会
計
の
中
心
と
な
る
一
般

会
計
の
歳
入
（
入
っ
た
お
金
）
は
、

対
前
年
度
３
億
５
，
７
８
８
万

円
（
６
・
３
％
）
減
の
53
億
０
，

２
４
５
万
円
で
、
歳
出
（
支
払
わ
れ

た
お
金
）
は
、
対
前
年
度
５
億
８
，

９
８
９
万
円
（
10
・
７
％
）
減
の

49
億
２
，
４
５
５
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
に
入
っ
た
お
金
の
う

ち
、
町
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど
、
直
接
町

に
入
っ
て
く
る
「
自
主
財
源
」
は
、

29
億
１
，
９
６
９
万
円
で
、
対
前
年

度
６
億
１
，６
４
７
万
円（
17
・
４
％
）

の
減
と
な
り
、
歳
入
総
額
の
55
・

１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
自
主

財
源
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
町

税
22
億
２
，
０
１
１
万
円
で
、
歳
入

の
41
・
９
％
を
占
め
て
お
り
、
対
前

年
度
１
，
２
１
７
万
円
（
０
・
５
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
・
県
支
出
金
、
地
方

交
付
税
、
町
債
、
地
方
消
費
税
交

付
金
な
ど
の
「
依
存
財
源
」
は
、

23
億
８
，
２
７
６
万
円
で
、
国
庫
支

■
■
■
■
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般　
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■
■
■
■

一　

般　

会　

計 

歳　

入

歳　

入

出
金
や
県
支
出
金
は
前
年
度
を
大
幅

に
上
回
り
、
地
方
交
付
税
も
、
対
前

年
度
１
億
４
，
８
６
３
万
円
（
20
・

４
％
）
の
増
と
な
り
、
歳
入
総
額
の

44
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
支
払
わ
れ
た
お
金

は
、
対
前
年
度
10
・
７
％
減
の

49
億
２
，
４
５
５
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

増
減
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費

は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
減

や
選
挙
費
の
減
に
よ
り
、
対
前
年

度
５
億
９
，
３
９
５
万
円
減
の

13
億
４
，
１
０
７
万
円
、
民
生
費

は
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
費
負
担
金
や
障
害
者
自
立
支

援
給
付
事
業
な
ど
に
よ
り
、
対
前

年
度
１
億
２
，
２
８
９
万
円
増
の

９
億
１
，
８
２
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
衛
生
費
で
は
後
期
高
齢
者
医
療

へ
の
移
行
に
伴
う
老
人
保
健
医
療

特
別
会
計
繰
出
金
の
減
な
ど
に
よ

り
６
，
６
３
５
万
円
減
の
６
億
１
，

６
４
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
農
林

水
産
業
費
は
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
の
減
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年

度
２
，
１
６
４
万
円
減
の
２
億
６
，

４
７
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳　

出

歳　

出
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土
木
費
は
、
道
路
新
設
改
良
事
業

や
町
営
住
宅
管
理
事
業
の
増
に
伴

い
、
対
前
年
度
１
，
３
７
０
万
円
増

の
４
億
５
，
１
８
３
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

消
防
費
は
、
消
防
施
設
整
備
事

業
の
減
は
あ
る
も
の
の
、
防
災
設

備
維
持
管
理
事
業
の
増
に
よ
り

１
，
３
６
９
万
円
増
の
２
億
６
，

３
７
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
山
北
の
お
峯
入
り
公

開
事
業
と
中
央
公
民
館
維
持
管
理
事

業
の
減
に
よ
り
、
３
，
４
５
４
万
円

減
の
４
億
１
，
２
８
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
地
域
再
生
事
業
債

や
臨
時
財
政
対
策
債
等
の
償
還
が

始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
対
前
年

度
１
，
５
８
３
万
円
増
の
４
億
５
，

４
７
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
人
件
費

　

人
件
費
は
、
退
職
者
と
新
規
採
用

者
と
の
給
与
差
額
や
地
域
手
当
の
減

額
な
ど
に
よ
る
職
員
給
与
減
に
よ

り
、
対
前
年
度
１
億
１
，
１
９
３
万

円
減
の
12
億
３
，
８
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

●
物
件
費　

　

物
件
費
は
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
汎

用
機
の
リ
ー
ス
料
の
減
、
移
行
し
た

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
ー
シ
ス
テ
ム

の
リ
ー
ス
料
の
増
な
ど
で
、
対
前
年

度
33
万
円
減
の
７
億
４
，
４
４
４
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

●
扶
助
費

　

扶
助
費
は
、
障
害
者
自
立
支
援

給
付
事
業
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、

対
前
年
度
１
，
１
６
６
万
円
増
の

２
億
９
，
１
３
４
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

●
補
助
費

　

補
助
費
は
、
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
負
担
金
や
水
源
の
森
林
づ

く
り
事
業
（
協
力
協
約
推
進
事
業
補

助
金
）
な
ど
の
増
に
よ
り
、
対
前

年
度
１
億
２
，
９
２
０
万
円
増
の

８
億
６
，
８
７
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。 性

質
別
に
分
け
た
主
な
も
の

性
質
別
に
分
け
た
主
な
も
の

●
普
通
建
設
事
業
費

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
水
源
環

境
保
全
・
再
生
交
付
金
事
業
の
増

は
あ
る
も
の
の
、
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
事
業
費
や
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
費
の
減
に
よ
り
対
前
年

度
７
，
０
４
１
万
円
減
の
６
億
８
，

１
６
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
借
入
金（
地
方
債
現
在
高
）は
、

平
成
20
年
度
末
現
在
高
が
40
億
３
，

５
８
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比

べ
１
億
３
，
８
５
０
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
内
訳
と
し
て
は
、
地
方
交

付
税
で
賄
う
べ
き
も
の
を
、
特
例
的

に
地
方
債
で
補
て
ん
す
る
臨
時
財
政

対
策
債
や
、
所
得
税
減
税
に
よ
る
減

収
額
分
を
補
て
ん
す
る
減
税
補
て
ん

債
（
後
年
度
の
地
方
交
付
税
で
元
利

償
還
金
額
の
全
額
が
措
置
さ
れ
る
地

方
債
20
億
１
，
６
３
９
万
円
）
を
除
い

た
地
方
債
額
が
、
20
億
１
，
９
４
１
万

円
と
な
り
、
こ
れ
を
町
民
１
人
当

た
り
の
負
担
額
に
換
算
す
る
と
、
約

16
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

公
債
費
に
充
当
し
た
一
般
財
源

（
４
億
３
，
３
３
８
万
円
）
の
一
般
財

源
総
額
に
対
す
る
割
合
を
公
債
費
負

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担

主
な
財
政
分
析
指
標

主
な
財
政
分
析
指
標

担
比
率
と
い
い
、
そ
の
率
が
高
い
ほ

ど
財
政
運
営
の
硬
直
性
の
高
ま
り
を

示
し
ま
す
。
町
の
平
成
20
年
度
公
債

費
負
担
比
率
は
、
前
年
度
よ
り
１
・
５

ポ
イ
ン
ト
上
が
り
10
・
９
％
と
な
り

ま
し
た
が
、
一
般
的
に
は
財
政
運
営

上
15
％
が
警
戒
ラ
イ
ン
、
20
％
が
危

険
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
指
標
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測

定
す
る
経
常
収
支
比
率
は
、
人
件
費
・

扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
経
常
的
に
支

出
さ
れ
る
経
費
に
、
経
常
的
に
歳
入

の
見
込
め
る
税
等
が
ど
の
く
ら
い
の

割
合
で
充
当
さ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
数
値
で
、
20
年
度
の
経
常
収
支

比
率
は
、
前
年
度
よ
り
１
・
３
ポ
イ

ン
ト
下
が
り
86
・
０
％
と
な
り
ま
し

た
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
改
善
し
て
お
り
ま
す
が
、

よ
り
一
層
健
全
な
財
政
運
営
の
堅
持

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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特
別
会
計
は
、
町
が
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
歳
出
に

あ
て
る
も
の
で
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て

処
理
す
る
た
め
の
会
計
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。

　

特
別
会
計
に
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

や
老
人
保
健
医
療
、
下
水
道
事
業
や
20
年

度
に
新
設
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
な
ど

10
種
類
の
会
計
が
あ
り
、
事
業
費
の
歳
入

総
合
計
は
、
30
億
４
，
８
６
２
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
９
億
５
，
２
５
３
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歳
出
総
合
計
額
は
、
29
億
４
，

６
４
９
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ

９
億
５
，
４
５
５
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。

特 別 会 計 の 内 訳　（単位：万円）

【国民健康保険事業】
　平成20年度の国民健康保険加入世帯数は、
2,053世帯、加入者数は3,408人でした。このう
ち、一般被保険者は3,167人、退職者医療制度適
用者241人でした。
　20年度の被保険者一人当たり平均医療費(入
院・通院・歯科)は、一般被保険者分20万8,811円、
退職者被保険者等分41万5,287円を支出しまし
た。このほか、国民健康保険事業では、出産育児
一時金、葬祭費、高額療養費などを支出しました。

【老人保健医療】
　老人保健法に基づく医療給付事業を行って
おり、平成20年4月から後期高齢者医療制度に
移行したことから、今年度の医療費の支出は平
成20年3月診療分と過誤分の支払いのみとなり
ました。このため、歳入は、対前年度89.6%(10
億9,217万円)の減、歳出についても対前年度
89.3%(10億9,015万円)の減となりました。

【後期高齢者医療】
　本会計は、平成20年4月に高齢者の医療費を
安定的に支えていく新たな医療制度として、後期
高齢者医療制度が創設されたことに伴い設置し
ました。この会計は広域連合との業務分担によ
り、保険料徴収と申請や相談窓口事務が町の主
な事務となっています。
　歳入決算額は1億4,707万円で保険料と繰入
金が主なものです。歳出決算額は1億4,308万
円で後期高齢者医療広域連合納付金が歳出の
96.1%を占めています。

【下水道事業】
　茱萸ノ木地区及び水上地区の一部の工事を行
いました。
　なお、借入金の残高は、35億3,436万円です。

【介護保険事業】
　介護保険法に基づく保険給付事業であり、歳
入決算額8億9,916万円、歳出決算額8億7,369
万円で、歳入歳出差引2,547万円の剰余金が生
じました。
　歳出につきましては、総額の約87.5%(7億
6,444万円)を保険給付費が占めています。

【商品券】
　町内商工業の振興を目的として発行している
町内限定の商品券を扱っていて、20年度は千円券
1,720枚、五百円券14,818枚を発行しました。

【水道事業】
　水道事業では、上水道1施設、簡易水道8施設
を経営し、町民1万2,047人に年間約152万トンの
「安全でおいしい水」を供給しました。
　水道料金による収入は、前年度対比3.8%減の
1億6,618万円となりました。
　平成20年度に実施した主な事業は、配水管布
設替工事、水管橋塗装工事などです。

主な特別会計 ■
■
■
■

特　

別　

会　

計 

　

水
道
事
業
会
計
は
、
地
方
公
営
企
業
法

に
基
づ
き
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を
供
給

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
企
業
会

計
で
す
。

　

平
成
20
年
度
の
収
入
は
、
２
億
８
，

０
３
５
万
円
で
、
支
出
は
２
億
５
，

０
９
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
借
入
金
（
地

方
債
現
在
高
）
は
、

７
億
０
，
１
０
６
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
水
道
事
業
】

【
水
道
事
業
】

■
■
■
■

企　

業　

会　

計 

企 業 会 計

国民健康保険事業

老 人 保 健 医 療

後 期 高 齢 者 医 療

災害給付見舞事業

下 水 道 事 業

山 北 財 産 区

共 和 財 産 区

三 保 財 産 区

介 護 保 険 事 業

商 品 券

合 計

12億3,005

1億2,630

1億4,707

1,104

5億6,405

1,321

3,189

1,182

8億9,916

1,403

30億4,862

12億1,345

1億3,102

1億4,308

30

5億3,763

552

2,603

550

8億7,369

1,027

29億4,649

4,687減
（3.7％減）

10億9,217減
（89.6％減）

0

9,692増
（20.7％増）

1,088減
（45.2% 減）

5,566減
（63.6％減）

281減
（19.2％減）

1,540増
（1.7％増）

353減
（20.1％減）

9億5,253減
（23.8％減）

4,025減
（3.2％減）

10億9,015減
（89.3％減）

20 年度
19年度と
の増減額
（増減率）

20 年度
19年度と
の増減額
（増減率）

入 っ た お 金（歳入） 支払われたお金（歳出）

区　　分

7,907増
（17.2％増）

1,042減
（65.4％減）

5,279減
（67.0％減）

99減
（15.2％減）

1,998増
（2.3％増）

238減
（18.8％減）

9億5,455減
（24.5％減）

30 増
皆増

皆増 皆増
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○広報紙発行事業
○庁舎等の維持管理
○コミュニティ助成事業
○花と水の交流圏づくり推進事業
　● 大野山桜の里づくり事業
○電算管理運用事業
　● 新規電子計算機システム等の構築（８システム）
○まちづくり交付金事業
　● 町道水上線橋梁架替事業
　● 町道平山線改良事業
　● 町道山北跨線橋耐震補強事業（詳細設計）
　● 観光情報板設置工事（方向指示板４基、情報板１基）
　● 河村城址歴史公園整備
　● ハイブリッド型街灯整備（６基）
　● 駅周辺魅力づくり検討事業
　● 町内循環バス運行事業（小型バス2台による運行）
 ○水源環境保全・再生交付金事業
　● 地域水源林の整備
　（高松山作業道測量・設計、町有林・私有林整備）
　● 地下水保全対策
　（足柄上地区地下水モニタリング実施計画策定）
　● 河川・水路自然浄化対策、農業用水路改修
○固定資産評価事業
　● 土地評価業務委託等

13億4,107万円総　務　費
○健診・予防接種の実施
○町民健康マイスター講座開催事業
○山北診療所の再開
○不燃物、粗大ごみの収集委託
○リサイクル品、処理困難物、ペットボトルの回収委託
○足柄西部清掃組合への負担金
○健康福祉センター管理事業

6億1,648万円衛　生　費

○地域福祉計画策定
○高齢者生きがい事業団への助成
○地域作業所やまなみ工芸への運営助成
○保育園の維持管理、運営
○町社会福祉協議会への助成
○県後期高齢者医療広域連合負担金
○障害者自立支援給付事業
○小児医療費助成事業
○児童手当支給事業

9億1,820万円民　生　費

○道の駅「山北」の運営助成
○町商工会への助成
○町観光協会への助成
○洒水の滝新観瀑台設置
○クリスマスＩＮ丹沢湖イルミネーション設置委託
○ひだまりの里運営協議会助成

9,860万円商　工　費

○やまきたまち農業活性化推進事業
　● 獣害防止柵設置
○中山間地域等直接支払事業
○農道、用水維持管理事業
　● 川村用水等の改修
○中山間地域総合整備事業
　● 浅間山農道工事、日向用水路整備工事、日向活性
　　化施設設計委託
○農業用道路横断工作物緊急耐震対策事業
　● 向山橋落橋防止工事
○水源の森林づくり協力協約推進事業

2億6,470万円農林水産業費

　○議会の運営
　○議員の報酬
　○議会だよりの発行

8,955万円議　会　費
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○教育委員会、幼稚園、小・中学校の運営
○英語補助教員設置事業
○中央公民館の管理、運営
○図書室運営事業
○スポーツの振興

4億1,287万円教　育　費

○町道維持補修事業
　● 町内一円道路維持工事
○道路新設改良事業
　● 町道の新設改良
　（鍛冶屋敷高杉線・鍛冶屋敷線・越地渕の上線他）
○河川維持管理事業
　● 川村用水・皆瀬川用水・岩流瀬用水維持管理工事
○ぐみの木近隣公園、岸児童公園、山北鉄道公園、丸山
　公園、向原街区公園、河村城址歴史公園の維持管理
○都市計画マスタープラン策定
○町営住宅の維持管理

4億5,183万円土　木　費

○道路などの災害復旧

880万円災害復旧費

○足柄消防組合への負担金
○消防団の運営
○防災設備等維持管理事業
　● 防災行政無線保守点検、デジタル地域防災無線整備事業
　● 全国瞬時警報システム整備工事
○地域防災計画事業
　● 山北町地域防災計画の改訂に伴う防災ハンドブッ
　　ク及び防災マップ作成

2億6,373万円消　防　費

○元金　３億７，９１０万円
○利子　　　７，５６２万円

4億5,472万円公　債　費

○土地開発公社への補助

400万円諸 支 出 金

20年度に
町民１人あたりに使われた町のお金

40万0,337円
目的別歳出額を平成21年4月1日現在の
人口(12,301人)で換算した金額

■■■■一　般　会　計

総務費

109,021円
民生費

74,644円

教育費

33,564円
衛生費

50,116円
公債費

36,966円

議会費･その他

16,336円

土木費

36,731円
農林水産業費

21,519円
消防費

21,440円
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【
自
主
財
源
】
町
税
や
使
用
料
、
手

数
料
、
財
産
収
入
な
ど
直
接
町
に

入
っ
て
く
る
お
金
で
す
。

【
依
存
財
源
】
国
や
県
の
法
令
等
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ

た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
お

金
で
す
。

【
町
税
】
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

市
町
村
た
ば
こ
税
な
ど
で
、
町
の
歳

入
の
約
４
割
を
占
め
ま
す
。

【
地
方
消
費
税
交
付
金
】
消
費
税
５
％

の
う
ち
１
％
を
都
道
府
県
と
市
町
村

で
２
分
の
１
ず
つ
分
け
、
各
市
町

村
に
そ
の
人
口
や
就
業
者
数
な
ど
に

よ
っ
て
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】
全
国
の
市
町
村
間

で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
に
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
、
そ
の
す
べ
て
の
市

町
村
で
、
あ
る
一
定
の
水
準
以
上
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
財
源
と
し

て
、
国
か
ら
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る

お
金
で
す
。

【
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
】
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
町
が

実
施
す
る
事
業
に
対
す
る
、
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
で
す
。

【
繰
入
金
】
一
般
会
計
、
特
別
会
計

な
ど
の
会
計
間
に
お
い
て
繰
り
入
れ

る
お
金
で
す
。

【
繰
越
金
】
前
年
度
決
算
に
お
い
て

生
じ
た
剰
余
金
を
、
次
年
度
の
歳
入

に
繰
り
入
れ
た
お
金
で
す
。

【
諸
収
入
】
特
定
歳
入
の
た
め
の
科

目
で
は
な
く
、
他
の
収
入
科
目
に
含

ま
れ
な
い
収
入
（
延
滞
金
、
預
金
利

子
な
ど
）
で
す
。

【
地
方
債
・
町
債
】　

地
方
公
共
団
体

が
資
金
調
達
の
た
め
に
起
こ
す
債

務
（
借
入
金
）
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
を
起
債
と
言

い
ま
す
。

【
財
産
収
入
】
地
方
公
共
団
体
が
持
っ

て
い
る
財
産
に
係
る
貸
付
、
出
資
、

交
換
ま
た
は
売
払
い
に
よ
っ
て
生
じ

た
現
金
収
入
で
す
。

【
一
般
財
源
】
使
途
が
特
定
さ
れ
て

い
な
い
財
源
の
こ
と
で
、
20
年
度

歳
入
決
算
額
の
う
ち
一
般
財
源
は

41
億
４
，
２
９
１
万
円
で
す
。
な
お
、

使
途
が
決
め
ら
れ
て
い
る
財
源
は
特

定
財
源
と
言
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
平
成
19
年
度

決
算
よ
り
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
議
会
へ
の
報
告
と
住
民
へ
の

公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
基
づ
き
町
は
、
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
ま
し
た
の
で
、
公
表
し
ま
す
。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
—

[　—　]
（１５．００未満）

—
[　—　]

（２０．００未満）

１１．８
[１１．３]

（２５．０未満）

９８．３
[１０９．７]

（３５０．０未満）

（単位：％）

備　考（１）実質赤字額または連結実質赤字額がない場合及び実質公債
費比率または将来負担比率が算定されない場合は「—」。

（２）（ ）内数値は超えてはならないと山北町が定めた基準。
（３）［ ］内は平成１９年度の数値です。

平成20年度決算に基づく山北町の健全化判断比率１

平成20年度決算に基づく山北町の公営企業の資金不足比率2
（単位：％）

特別会計の名称

山北町下水道事業特別会計

資金不足比率
—

[　—　]
（２０未満）

山北町水道事業会計
—

[　—　]
（２０未満）

備　考（１）資金不足比率が算定されない場合は「—」。
（２）（ ）内数値は超えてはならないと山北町が定めた基準。
（３）［ ］内は平成１９年度の数値です。

【問合せ】　企画財政課財政班　（電話）７５−３６５２
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行
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、

行
政
改
革
大
綱
で
４
つ
の
数
値
目
標
を
掲

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

① 

職
員
定
数

　

職
員
定
数
条
例
に
基
づ
く
定
数
は

１
８
５
人
で
す
。
平
成
21
年
度
ま
で
に

15
％
削
減
の
１
５
６
人
と
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　
【
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
】

　
　

職
員
数　

１
５
５
人

　
【
削
減
率
】

　
　

16
・
22
％

※
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

② 

経
常
収
支
比
率

　
【
目
標
値
】

　
　

80
・
０
％

　
【
平
成
20
年
度
決
算
値
】

　
　

86
・
０
％

※
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
比

率
と
し
て
用
い
ら
れ
、
町
村
で
は
75
〜

80
％
程
度
が
妥
当
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
近
年
は
景
気
低
迷
、
国
の

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
影
響
及
び
行
政

需
要
の
増
加
等
に
よ
り
、
多
く
の
地
方

自
治
体
で
比
率
が
90
％
を
越
え
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
度
決
算
で
は
、
前
年

度
よ
り
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま
し

た
が
、
目
標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

 

数
値
目
標
の
達
成
状
況

 

数
値
目
標
の
達
成
状
況

③ 

税
・
公
共
料
金
の
現
年
度
分
収
納
率

　
【
目
標
値
】

　
　

99
・
０
％

　
【
平
成
20
年
度
決
算
値
】

　
　

98
・
50
％

※
庁
内
組
織
の
「
税･

公
共
料
金
等
の
収

納
促
進
会
議
」
に
よ
り
収
納
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
わ
ず
か
に
目
標
値
に

達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

④ 

審
議
会
等
委
員
の
女
性
登
用
率

　
【
目
標
値
】

　
　

30
・
０
％

　
【
平
成
20
年
度
実
績
】

　
　

28
・
１
％

※
男
女
共
同
参
画
社
会
を
進
め
る
た
め
、

女
性
か
ら
の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
は
、
44

の
委
員
会
等
が
開
催
さ
れ
、
32
の
委
員

会
等
に
１
７
８
人
の
女
性
委
員
が
登
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
若
干
、
目
標
値
よ

り
低
い
数
値
と
な
り
ま
し
た
。

① 

事
務
事
業
の
見
直
し

・
35
団
体
の
団
体
補
助
金
に
つ
い
て
、

10
％
の
削
減
を
目
標
に
見
直
し
ま
し

た
。

・
12
月
か
ら
、
山
北
町
立
山
北
診
療
所
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
ま
し
た
。

・
可
燃
物
収
集
の
一
部
を
民
間
委
託
し
ま

し
た
。

　
平
成
20
年
度
中
の

　

 　
　

  

主
な
取
り
組
み
状
況

　
平
成
20
年
度
中
の

　

 　
　

  

主
な
取
り
組
み
状
況

・
幼
児
医
療
費
給
付
事
業
の
充
実
の
た
め
、

前
年
度
よ
り
小
学
校
修
了
ま
で
医
療
費

を
無
料
と
し
ま
し
た
。

・
住
民
基
本
台
帳
や
税
・
公
共
料
金
の
賦

課
・
収
納
な
ど
を
総
括
す
る
電
算
シ
ス

テ
ム
を
汎
用
機
か
ら
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

サ
ー
バ
ー
方
式
に
移
行
し
ま
し
た
。

② 

組
織
・
機
構
の
見
直
し

・
効
率
的
な
行
政
組
織
と
す
る
た
め
、
組

織
・
機
構
、
事
務
分
掌
の
見
直
し
を
検

討
し
、
本
年
４
月
に
定
住
対
策
室
を
新

設
し
ま
し
た
。

③ 

定
員
及
び
給
与
の
適
正
化

・
７
人
の
職
員
が
退
職
し
、
８
人
の
職
員

を
採
用
し
ま
し
た
。

・
町
長
等
特
別
職
の
給
与
及
び
期
末
手
当

を
削
減
し
ま
し
た
。

・
管
理
職
手
当
支
給
率
を
３
ポ
イ
ン
ト
削

減
し
ま
し
た
。

・
地
域
手
当
支
給
率
を
１
・
５
ポ
イ
ン
ト

削
減
し
ま
し
た
。

④ 

人
材
の
育
成
・
確
保

・
全
職
員
を
対
象
に
人
事
評
価
制
度
を
試

行
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

⑤ 

行
政
の
情
報
化
等
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

・
戸
籍
の
電
算
化
に
着
手
し
ま
し
た
。

⑥ 

財
政
の
健
全
化

・
予
算
執
行
に
お
い
て
歳
出
の
抑
制
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
町
設
置
型
浄
化
槽
事

業
の
新
設
や
地
域
再
生
事
業
債
の
元
金

償
還
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
経

常
経
費
が
増
加
し
ま
し
た
。
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平
成
21
年
10
月
以
降
に
支
払
わ
れ
る
老

齢
基
礎
年
金
等
か
ら
、
住
民
税
の
特
別
徴

収
（
天
引
き
）
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は

住
民
税
の
納
付
方
法
が
変
更
に
な
る
も
の

で
、
新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
対
象
と
な
る
方
】

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

〇
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
年
額
18
万

円
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
等
を
受
給
し

て
い
る
65
歳
以
上
の
方

〇
前
年
中
の
年
金
所
得
に
係
る
住
民
税
の

納
税
義
務
が
あ
る
方

〇
介
護
保
険
料
を
公
的
年
金
等
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
て
い
る
方

〇
引
き
落
と
さ
れ
る
住
民
税
額
が
老
齢
基

礎
年
金
等
の
額
を
超
え
な
い
方

【
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　

年
金
と
は
・
・
・
】

　

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
昭
和
60
年
以
前

の
制
度
に
よ
る
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
等

を
言
い
ま
す
。
障
害
年
金
お
よ
び
遺
族
年

金
な
ど
の
非
課
税
の
年
金
か
ら
は
、
住
民

税
の
特
別
徴
収
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
特
別
徴
収
さ
れ
る
住
民
税
額
は
・・・
】

　

特
別
徴
収
さ
れ
る
の
は
、
年
金
所
得
の

金
額
か
ら
計
算
し
た
住
民
税
額
の
み
で

す
。
給
与
所
得
や
事
業
所
得
な
ど
の
金
額

か
ら
計
算
し
た
住
民
税
額
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
、
ま
た
は

納
付
書
等
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
が
中
止
と
な
る
場
合
は
・・・
】

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
開
始
後
、
他
市

区
町
村
へ
の
転
出
、
税
額
の
変
更
、
年
金

の
支
給
停
止
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、

特
別
徴
収
が
中
止
と
な
り
、
普
通
徴
収

（
納
付
書
等
に
よ
り
役
場
や
金
融
機
関
で

納
め
る
方
法
）
に
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
税
務
課
税
務
班
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
税
務
課
税
務
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
２

⑦ 
町
有
財
産
の
有
効
活
用

・
未
利
用
町
有
財
産
の
処
分
や
有
料
広
告

の
掲
載
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
と
比
較
し
て
平
成
20
年
度

で
は
、
次
の
経
費
の
削
減
及
び
増
加
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
町
財
政
が
厳
し
く
な
る
中

で
、
重
点
的
か
つ
優
先
的
に
取
り
組
む
べ

き
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
創
意
工
夫
と
節
減
努

力
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

① 

事
務
事
業
の
見
直
し

　

各
種
団
体
等
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
に

よ
る
減
額
が
あ
り
ま
し
た
が
、
小
児
医

療
給
付
事
業
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、
２
，

８
５
６
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

② 

定
員
及
び
給
与
の
適
正
化

　

人
材
派
遣
の
活
用
、
定
員
適
正
化
の
推

進
、給
与
の
適
正
化
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、

４
７
，
６
８
９
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

③ 

財
政
の
健
全
化

　

町
設
置
型
浄
化
槽
事
業
、助
成
医
療
費
、

公
債
費
な
ど
の
経
常
経
費
の
増
加
な
ど
に

よ
り
３
２
，
９
３
９
千
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

④ 

町
有
財
産
の
有
効
活
用

　

未
利
用
町
有
地
の
処
分
な
ど
に
よ
り
、

９
，
４
５
９
千
円
の
歳
入
増
額
と
な
り
ま

し
た
。 取

り
組
み
に
よ
る
実
績
額

取
り
組
み
に
よ
る
実
績
額

　

第
５
次
行
政
改
革
大
綱
（
集
中
改
革
プ

ラ
ン
）
と
同
時
に
策
定
し
た
「
定
員
適
正

化
計
画
」
に
よ
り
、
平
成
22
年
４
月
に

１
５
６
名
と
目
標
を
定
め
、
職
員
の
定
員

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
３
月
29
日
付
で
総
務
大
臣
か

ら
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
通
知
さ
れ

た
、
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条
の
17
の
５

に
基
づ
く
助
言
で
あ
る
「
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
の
た
め
の
新

た
な
指
針
」
い
わ
ゆ
る
「
新
地
方
行
革
指

針
」
の
中
で
、「
行
政
改
革
大
綱
」
に
基

づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
を
集
中
的
に
実

施
す
る
た
め
、
平
成
17
年
度
を
起
点
と
し

て
、
お
お
む
ね
平
成
21
年
度
ま
で
の
行
政

改
革
の
取
り
組
み
を
住
民
に
わ
か
り
や
す

く
明
示
し
た
計
画
の
こ
と
で
す
。

　

町
で
は
、
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
を
見

直
し
つ
つ
、
新
た
に
「
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
」
や
「
定
員
適
正
化
計
画
」
を
取

り
入
れ
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

ま
で
を
策
定
し
、
行
政
改
革
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

定
員
適
正
化
計
画

定
員
適
正
化
計
画

〔
集
中
改
革
プ
ラ
ン
〕

〔
集
中
改
革
プ
ラ
ン
〕
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町
内
の
小
学
校
か
ら
78
点
・
98
人
、
中
学

校
か
ら
１
４
９
点
・
１
６
１
人
の
様
々
な
工

夫
を
凝
ら
し
た
統
計
グ
ラ
フ
作
品
の
応
募

が
あ
り
、
９
月
８
日
に
町
統
計
グ
ラ
フ
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
５
部
門
で
３
１

点
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
入
選
し
ま
し

た
。
入
選
し
た
作
品
は
、
神
奈
川
県
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

（
川
村
小
１
年
）
石
田
祥
己
、
加
藤
銀
河
、

小
林
彩
乃
、
鈴
木
玲
於
奈

（
川
村
小
２
年
）
川
崎
正
太
郎
、
髙
橋
美
晴

第
１
部
（
小
学
校
１
・
２
年
生
）

第
１
部
（
小
学
校
１
・
２
年
生
）

（
川
村
小
３
年
）
奥
津
柊
子
、
佐
藤
湧
也
、

髙
杉
菜
緒
、
中
戸
川
響
輔

（
川
村
小
４
年
）
石
川
や
よ
い

（
清
水
小
４
年
）
松
井
り
の

第
２
部
（
小
学
校
３
・
４
年
生
）

第
２
部
（
小
学
校
３
・
４
年
生
）

（
三
保
小
５
年
）
井
澤
結
希
、
湯
川
珠
由

（
川
村
小
６
年
）
斎
藤
愛
永
、
杉
﨑
魁
哉
・

武
幹
久
、
瀬
戸
夏
美
、

髙
橋
史
帆

（
三
保
小
６
年
）
芳
賀
夕
佳

（
山
北
中
１
年
）
大
胡
田
早
紀
、
髙
橋
美
優
、

山
口
祐
理
、
吉
野
龍
哉

（
山
北
中
２
年
）
佐
藤
碧
、
瀬
戸
恵
里
奈

第
３
部
（
小
学
校
５
・
６
年
生
）

第
３
部
（
小
学
校
５
・
６
年
生
）

第
４
部
（
中
学
生
）

第
４
部
（
中
学
生
）

（
山
北
中
１
年
）
鴈
丸
真
紀

（
清
水
中
１
年
）
下
元
翔
太
・
伴
涼
太
・

細
谷
岳
哉
、
山
﨑
佳
奈

（
山
北
中
２
年
）
瀬
戸
幸
之
助
、
髙
橋
沙
江

（
山
北
中
３
年
）
滝
口
紗
菜

パ
ソ
コ
ン
の
部

パ
ソ
コ
ン
の
部

「くるまのアンケート」
　小林彩乃（川村小１年）

第
１
部

「山北町の交通量」
　佐藤湧也（川村小３年）

第
２
部

「食べてる？新鮮野菜」
　髙橋史帆（川村小６年）

第
３
部

「昼間人口　夜間人口」
　吉野龍哉（山北中１年）

第
４
部

「減りつつある人口　迫りくる高齢化」
　山﨑佳奈（清水中１年）

パ
ソ
コ
ン
の
部
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清
水
地
区
に
住
ん
で
い
る
、
山
崎
で

す
。
清
水
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
長
男
栞

太
（
６
歳
）、
わ
か
ば
保
育
園
に
通
っ
て

い
る
長
女
友
菜
（
３
歳
）
の
２
人
の
子
ど

も
が
い
ま
す
。

　

栞
太
は
今
年
の
４
月
に
小
学
生
に
な
り

ま
し
た
。
清
水
小
学
校
の
一
年
生
は
10
名

と
少
な
い
の
で
す
が
、
毎
日
と
て
も
楽
し

そ
う
に
学
校
へ
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
帰
っ
て
き
た
後

に
ま
た
遊
ぶ
こ
と
が
楽
し
み
の
よ
う
で

す
。
栞
太
は
小
学
生
に
な
り
ま
し
た
が
、

と
て
も
甘
え
ん
坊
で
家
の
中
に
い
る
の
に

少
し
で
も
姿
が
見
え
な
い
と
「
ど
こ
に
い

る
の
？
」
と
大
き
な
声
で
呼
ん
だ
り
、
近

く
に
い
る
と
い
つ
も
べ
っ
た
り
と
く
っ
つ

い
て
い
ま
す
。
虫
が
好
き
で
特
に
カ
ブ
ト

虫
が
好
き
で
す
。
夏
に
な
る
と
、
毎
年
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
カ
ブ
ト
虫
を
と
り

に
行
っ
て
い
ま
す
。
家
に
は
カ
ブ
ト
虫
た

ち
の
入
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ず
ら
り
と
並

ん
で
い
ま
す
。

　

友
菜
は
女
の
子
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
お
兄

ち
ゃ
ん
は
言
わ
れ
て
も
な
か
な
か
動
け
ま

せ
ん
が
、
友
菜
は
す
ぐ
に
動
い
て
く
れ
ま

す
。
朝
に
は
お
兄
ち
ゃ
ん
の
分
ま
で
ハ
ン

カ
チ
を
タ
ン
ス
か
ら
出
し
て
く
れ
た
り
し

ま
す
。
お
し
ゃ
れ
も
大
好
き
で
、
今
日
着

る
服
は
自
分
で
選
び
、
私
が
決
め
た
も
の

で
気
に
入
ら
な
い
と
着
て
く
れ
ま
せ
ん
。

小
さ
な
カ
バ
ン
に
鏡
や
く
し
を
入
れ
て
い

て
、
手
入
れ
を
し
て
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
ま

す
。
言
葉
も
い
ろ
い
ろ
と
話
せ
る
よ
う
に

な
り
、
よ
く
生
意
気
な
こ
と
を
言
っ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
で

い
つ
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
こ
の
頃
は
よ
く

ケ
ン
カ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
わ
が
ま

ま
も
た
く
さ
ん
言
っ
た
り
、
な
か
な
か
言

う
こ
と
を
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
し

て
、
毎
日
の
よ
う
に
怒
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
ふ
と
、
見
せ
て
く
れ
る
か
わ
い
い
と

こ
ろ
に
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
く
の
が
楽
し
み

で
す
。（

お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
葉
子
さ
ん
）
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ラ
ン
ナ
ー
の
世
界
へ
走
る
月
明
り　
　
　
　
　

瀬　

戸　

恵
津
子

（
評
）
世
界
陸
上
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
我
が
町
の

尾
﨑
好
美
選
手
が
堂
々
の
二
位
に
入
賞
さ
れ
た
事
は
近
年
に
な
い

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
町
内
を
駆
け
め
ぐ
っ
た
。
小
さ
な
体
に

秘
め
ら
れ
た
パ
ワ
ー
に
驚
か
さ
れ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
さ
わ
や

か
さ
が
何
ん
と
も
好
ま
し
く
思
わ
ず
作
句
し
た
で
あ
ろ
う
作
者
の

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
尾
﨑
選
手
、
感
動
を
あ
り
が
と
う
! !

（
中
山
妙
子　

記
）

耳
底
に
孫
の
音
色
赤
蜻
蛉　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　

誠　

次

蜩か
な
か
なや
少
女
の
頃
の
日
暮
れ
ど
き　
　
　
　
　
　

関　
　
　

幸　

子

輪
の
心
大
事
に
白
玉
浮
き
上
る　
　
　
　
　
　

瀬　

戸　

余
音
子

弁
当
に
詰
め
る
白
米
終
戦
忌　
　
　
　
　
　
　

小　

塚　

英　

子

一
粒
の
米
の
重
み
や
敗
戦
忌　
　
　
　
　
　
　

稲　

葉　

末　

江

鳳
仙
花
期
限
の
切
れ
た
胃
腸
薬　
　
　
　
　
　

石　

田　

加
津
子

夏
休
み
返
し
損
う
パ
ン
ケ
ー
キ　
　
　
　
　
　

竹　

下　

由
里
子

孟う
ら
ぼ
ん
え

蘭
盆
会
幾
た
び
来
て
も
夫
若
く　
　
　
　
　

古　

瀬　

房　

江

秋
桜
風
が
援た
す

け
る
車
椅
子　
　
　
　
　
　
　
　

野　

地　

枡　

生

青
春
の
真
只
中
の
敗
戦
忌　
　
　
　
　
　
　
　

和　

田　

恵
美
子

若
者
は
あ
の
夏
の
ま
ま
記
念
館　
　
　
　
　
　

尾　

崎　

幸　

子

迎
え
火
を
ほ
の
ほ
の
と
焚
く
夫つ
ま

の
背せ
な　

　
　
　

小　

林　

奈
美
子

古
伊
万
里
の
碧
き
花
鳥
や
冷
麦
麺　
　
　
　
　

水　

野　

徳　

江

夏
休
み
マ
マ
の
予
定
の
赤
い
丸　
　
　
　
　
　

武　

尾　

て
る
子

赤
蜻
蛉
羽
を
休
め
て
い
る
川
路　
　
　
　
　
　

露　

木　

一　

江

一
人
の
世
界
た
っ
ぷ
り
と
髪
洗
う　
　
　
　
　

池　

田　

良　

子

何
一
つ
自
慢
の
無
く
て
夏
終
る　
　
　
　
　
　

内　

田　

湘　

生

蝉
脱
皮
余
命
七
日
の
か
な
で
か
な　
　
　
　
　

石　

田　

公　

夫

分
け
入
れ
ば
瀬
音
谺
こ
だ
ます
木
下
闇　
　
　
　
　
　

髙　

橋　

秋　

月

秋
祭
り
山
彦
ひ
び
く
杉
の
天　
　
　
　
　
　
　

井　

上　

湖　

柳

鬼
胡
桃
か
つ
こ
に
割
れ
と
孫
と
打
つ　
　
　
　

柳　

川　

揚　

雨

立
待
の
幾
分
欠
け
て
い
る
が
良
し　
　
　
　
　

小　

栗　

無　

作




